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あとがき 

 今年は、梅雨の明けぬ間にいつやら秋が来た。編集後記も満足に思案がまとまらないうちにいつやら

締め切りが来た。締め切りという物理的制約のお蔭げでものにけじめがつく。しかし、ときどき生物学的

時間に忠実である余り、物理的時間をその外に置かれ編集部から原稿の催促がいく場合がある。しか

し、それも最近は少なくなったようである。これも本誌の地位が向上した一つの証であろう。 

雑誌は生き物である。時間と共に成長する。本誌も年々内容が充実し編集部がその内容をさ程心配す

る事なく事務的に編集作業に移れる様になった。オーケストラの指揮者がその楽団を信用し安心して指

揮棒を振っておきさえすれば自ずから名演奏に成ってしまうそれに近い。演奏が終わった後でブラボー

の声と拍手のみを一つの事をやり終えた充実感と共に味わえば良いようになって来た。こうなると編集

部は益々会誌のために頑張ろうとオートクラインのメカニズムが作動するのも事実のようだ。それも会員

の皆様の優れた研究成果がここに反映された結果以外の何物でもない。誠に喜ばしい事である。 

 本誌の内容は目次に全て要約されており、ここで改めて述べるのは寧ろ竜頭蛇尾であり、また、一編



集委員の及ぶ所ではない。ただ、本誌に限らずどの学会誌をみても何時も思う事は研究には一つのフ

ァッショナブルな要素もありそれに乗り遅れるとかなり時代の先端から取り残されるのではないかと心配

され、知らず知らずのうちに流行に乗ってしまうことである。研究は時間のフィルターを通して自然淘汰さ

れるであろう。この自然淘汰のなかで生き残り得る研究は必ずしも今よい評価を受けないかもしれない

し、in fashionなものでないかも知れない。従って、筆者はここに本会誌の中に多く含まれているに違いな

い本学会の10年後を規定する優れた研究の数々が更に発展されん事を会員の諸先生と共々に念じつ

つワープロのキイから離れる。 

（N・M） 

 


